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●
農
業
委
員
会
特
別
表
彰
受
賞
者

●
任
期
中
の
功
績
を
称
え
、
退
任

　
委
員
へ
感
謝
状
を
贈
呈
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■売りたい
農 地 の 所 在 地

渡辺町上釜戸字西仲田（1筆） 畑 9.25

渡辺町上釜戸字上ノ代（8筆） 田 114.54
渡辺町上釜戸字上ノ代（9筆） 畑 34.47

小川町上平字上平（3筆） 田 50.39
好間町愛谷字堂ノ内（1筆） 畑 6.05

地目 面積（a）

農 地 の 所 在 地

泉町下川字須賀蛭（1筆） 畑 3.33

常磐西郷町大夫（1筆） 畑 10.95
好間町今新田字ネバリ坪（4筆） 田 39.64

好間町今新田字五反田（2筆） 田 13.21
好間町上好間字上野原（1筆） 田 6.93

地目 面積（a）

■貸したい

　農業委員会では、農地の有効利用促進を図るため、
売買・貸借等を希望する農地の情報を提供しています。

　【お問い合わせ】

　農業委員会事務局

　　� 0246（22）7578

　ご覧になって、手続き等の詳細を知りたいという方
は農業委員会事務局までお問い合わせください。

　
７
月
24
日
、
第
13
期
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
た
農
業
委
員
12
名
に
対
し
て
、

地
区
農
業
者
の
代
表
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の
農
地
行
政
に

対
す
る
多
大
な
貢
献
に
対
し
、
市
長

よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　
退
任
さ
れ
た
委
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。
︵
　
︶
内
は
期
数
。
敬
称
略
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
任
期
中
委
員

会
活
動
に
精
勤
さ
れ
た
委
員
に
対
し
、

任
期
の
最
後
に
表
彰
し
て
お
り
ま
す
。

　
第
13
期
農
業
委
員
会
に
お
け
る
表

彰
者
は
次
の
６
名
で
す
。

︵
※
印
は
退
任
委
員
︶

鈴
木
　
　
理
　
委
員

蛭
田
　
元
起
　
委
員

荒
川
　
光
弘
　
委
員

磯
上
　
光
司
　
委
員

助
川
　
正
克
　
委
員
※

油
座
　
勝
三
　
委
員

　

草
野
　
弘
嗣
　
︵
８
︶

高
萩
　
　
功
　
︵
６
︶

志
賀
　
重
之
　
︵
５
︶

佐
藤
　
　
浩
　
︵
４
︶

鈴
木
　
一
男
　
︵
４
︶

齊
藤
　
　
茂
　
︵
３
︶

小
野
　
雄
一
　
︵
３
︶

遠
藤
　
美
喜
子
︵
３
︶

藁
谷
　
ナ
ミ
子
︵
２
︶

助
川
　
正
克
　
︵
２
︶

遠
藤
　
　
靖
　
︵
１
︶

坂
本
　
好
弘
　
︵
１
︶
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「
東
北・北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
参
加
し
て

「
東
北・北
海
道
農
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
参
加
し
て

草

野

庄

一

草

野

庄

一

﹁
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
農
業

再
生
を
目
指
し

て
﹂
を
テ
ー
マ

に
、
去
る
８
月

30
日
、
福
島
市

の
パ
ル
セ
い
い

ざ
か
で
、
北
海

道
・
東
北
６
県

の
市
町
村
の
農

業
委
員
、
約
１

９
０
０
人
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
昨
年
は
開
催
予
定
県
で
あ
り
な
が
ら
未

曾
有
の
大
災
害
後
の
混
乱
で
実
施
出
来
ず
、

今
回
の
開
催
は
、
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

意
味
で
準
備
に
ご
苦
労
は
あ
っ
た
と
察
し

ま
す
が
、
特
別
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　
開
会
式
に
続
き
、
全
国
農
業
会
議
所
・

柚
木
事
務
局
長
が
﹁
農
業
委
員
会
を
取
り

巻
く
情
勢
﹂
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
続

い
て
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
見
城
美
枝
子
先
生

に
よ
る
、
表
題
に
付
い
て
の
記
念
講
演
を

拝
聴
し
ま
し
た
。

　
通
年
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
午
後
は
、
各
県

の
事
例
発
表
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
今
年

は
宮
城
、
山
形
と
開
催
県
で
あ
る
福
島
が

担
当
県
と
な
り
、
幸
か
不
幸
か
被
災
地
で

あ
る
﹁
い
わ
き
市
﹂
に
依
頼
が
あ
り
私
に

役
目
が
廻
っ
て
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
準
備
期
間
は
若
干
あ
っ
た
に
し
ろ
、
事

務
局
・
鯨
岡
主
査
と
試
行
錯
誤
し
、
大
震

災
発
生
時
か
ら
の
い
わ
き
市
の
被
災
状
況

と
、
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る
農

作
物
の
﹁
風
評
被
害
﹂
に
苦
し
む
現
状
及

び
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
直
面
す

る
課
題
並
び
に
農
業
委
員
会
の
取
り
組
み

と
今
後
の
活
動
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
に
構
成

し
、
約
20
分
の
事
例
発
表
に
ま
と
め
ま
し

た
。

　
多
数
の
聴
衆
の
前
で
の
発
表
で
緊
張
も

あ
り
ま
し
た
が
、
現
状
と
復
興
に
向
け
て

い
わ
き
市
農
業
委
員
会
の
熱
い
思
い
は
伝

わ
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
柚
木
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、
発
表
者
、
参
加
者
と
の
質
疑
応

答
の
時
間
が
設
け
ら
れ
活
発
な
意
見
の
交

換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
女
性
農
委
協
議
会
・
加
藤
会
長

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ア
ピ
ー
ル
と
次
回
開
催

予
定
県
、
宮
城
県
農
業
会
議
・
秋
山
副
会

長
の
来
県
歓
迎
の
気
持
ち
を
加
え
た
閉
会

の
あ
い
さ
つ
で
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。


